
第３期中期目標期間における教育研究評価について

中期目標の達成状況に関する評価 学部・研究科等の現況分析

教
育
研
究

教育

①教育内容及び教育の成果等

②教育の実施体制等

③学生への支援

④入学者選抜

研究

①研究水準及び研究の成果等

②研究実施体制等

社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究

その他

①グローバル化

②産業競争力強化法の規定による出資等

業
務
運
営
・財
務
内
容
等

業務運営の改善及び効率化

財務内容の改善

自己点検・評価及び情報提供

その他業務運営

国立大学法人評価委員会からの要請に応じて、

大学改革支援・学位授与機構が評価

国立大学法人評価委員会が評定
評価委員会は、中期目標の達成状況の機構の
評価結果を尊重

活
用

分析項目

教
育

① 教育活動の状況

② 教育成果の状況

研
究

① 研究活動の状況

② 研究成果の状況

国立大学法人の中期目標の構成（例）
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第３期 学部・研究科等の現況分析

〈第３期 学部・研究科等の現況分析 段階判定イメージ〉

分析項目 水準の判定

教
育

① 教育活動の状況

② 教育成果の状況

研
究

① 研究活動の状況

② 研究成果の状況

・各学部・研究科等の目的に照らして、取組や活動、

成果の状況がどの程度の水準にあるか

視点

第２期中期目標期間終了時点と評価時点の水準を勘案し、

質の向上の状況も含めて水準を判断

≪第２期からの主な変更点≫
・ 学系別※の記載項目の設定
・ 大学機関別認証評価との関係性

分析項目ごとに４段階で判定
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※学系（全11学系） 人文科学系、社会科学系、理学系、工学系、農学系、保健系、
教育系、総合文系、総合理系、総合融合系、大学共同利用機関



学系別の記載項目の設定
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（教育） （教育）

分析項目 分析項目

（研究） （研究）

分析項目 分析項目

 Ⅱ　研究成果
　　　の状況

観点２－１
　研究の成果の状況
（大学共同利用機関、大学の共同利用、

共同研究拠点に認定された附置研究所及

び研究施設においては、共同利用・共同

研究の成果の状況を含めること。）

 Ⅱ　研究成果
　　　の状況

必須記載項目１

必須記載項目２

・・・

選択記載項目１

選択記載項目２

・・・

観点 記載項目

 Ⅰ　研究活動
　　　の状況

観点１－１
　　研究活動の状況

 Ⅰ　研究活動
　　　の状況

必須記載項目１

必須記載項目２

・・・

観点１－２

　　大学共同利用機関、大学の共同利用・

共同研究拠点に認定された附置研究所及

び研究施設においては、共同利用・共同

研究の実施状況

選択記載項目１

選択記載項目２

・・・

 Ⅱ　教育成果
　　  の状況

観点２－１
　　学業の成果

 Ⅱ　教育成果
　　　の状況

必須記載項目１

必須記載項目２

・・・

観点２－２
　　進路・就職の状況

選択記載項目１

選択記載項目２

・・・

≪第２期≫ ≪第３期≫

観点 記載項目

 Ⅰ　教育活動
　　　の状況

観点１－１
　　教育実施体制

 Ⅰ　教育活動
　　　の状況

必須記載項目１

必須記載項目２

・・・

観点１－２
　　教育内容・方法

選択記載項目１

選択記載項目２

・・・

学系ごとに複数の

記載項目を設定

大学機関別

認証評価と

の関係性を

考慮

大学機関別

認証評価と

の関係性を

考慮



学系別の記載項目の構成一覧（案） ※意見募集開始時のもの
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必須 学位授与方針

必須 教育課程方針

必須 教育課程の編成、授業科目の内容

必須 授業形態、学習指導法

必須 履修指導、支援

必須 成績評価

必須 卒業（修了）判定

必須 学生の受入

選択 教育の国際性

選択 地域連携による教育活動

選択 教育の質の保証・向上

選択 リカレント教育の推進

選択 その他

必須 卒業（修了）率、資格取得等

必須 就職、進学

選択 卒業（修了）時の学生からの意見聴取

選択 卒業（修了）生からの意見聴取

選択 就職先等からの意見聴取

選択 その他

分析項目Ⅱ　教育成果の状況

分析項目Ⅰ　教育活動の状況

必須 研究の実施体制及び支援・推進体制

必須
研究活動に関する施策／
研究活動の質の向上

必須 論文・著書・特許・学会発表など

必須 研究資金

選択 地域連携による研究活動

選択 国際的な連携による研究活動

選択 学術コミュニティへの貢献

選択 その他

必須 研究業績

選択 その他

分析項目Ⅰ　研究活動の状況

分析項目Ⅱ　研究成果の状況

選択
研究成果の発信／
研究資料等の共同利用

≪人文科学系の例≫

（教育） （研究）



現況分析結果の達成状況評価への積極的な活用
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大項目「教育に関する目標」及び「研究に関する目標」において、それぞれの中
項目判定の平均値に、現況分析の「教育」または「研究」の分析項目の判定結果
による加算・減算を行うこととし、最終的には国立大学教育研究評価委員会が決
定する。



スケジュール
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【2018年】
3月～4月 「評価実施要項（案）」の意見募集

6月 「評価実施要項」の公表

【2019年】
1月～2月 「実績報告書作成要領（案）」、「評価作業マニュアル（案）」

の意見募集

3月 「実績報告書作成要領」、「評価作業マニュアル」の公表

7月 「学系別の記載項目のガイドライン」の公表
「Ｑ＆Ａ」の公表

（7月頃）国立大学法人等評価実務担当者説明会の開催


